
  

 

 

 

 

人生は、出会いで豊かになる 

～ 新しい発見の季節 ～ 
 最近は、朝晩すっかり冷え込むようになり「秋」の訪れを感じます。みなさんは、「秋」は好きですか？ 

過酷な暑さの夏を乗り越え、また厳しい寒さの冬までの間の季節で、とても清々しい気持ちの良い季節です。

そのためこの「秋」は、心と体に少し余裕が生まれる分、他のことに意識を向けられるので「新たな発見・新

たな出会い」の季節とも言われています。みなさんは今年の秋

に、新しい発見はありましたか？ 

 １年生は、２２日にわくわくオーケストラ教室へ行き、芸術

の秋を堪能してきました。本物の、生演奏に心地よい午後を過

ごしました。午前中は、西宮市にある「キッザニア甲子園」へ

行き、職業体験を行いました。そこでは、日ごろからよく目に

する食べ物や商品のお店、普段は体験できない物づくりや警備

会社、ラジオのパーソナリティーなどの仕事を行いました。学

校では見られないキラキラした表情で一生懸命働く姿がたくさん

ありました。また、「キッゾ」というキッザニア内で使用できるお

金を働いた分のお給料として貰えるので、それを使ってアイスを

食べたりしました。「自分で働いたお金で食べるのは美味い！」と

言う表情は達成感に溢れていました。 

 また、２年生は７～１２日に、「トライやる・ウィーク」を実施

しました。地域の仕事場に実際に飛び込み、本物の仕事を体験さ

せて頂きました。はじまる前は、「自分に仕事ができるのだろう 

か」や「何も分からないので心配」と、期待よりも不安の気持ち 

が大きい生徒がほとんどでした。しかし、いざ始まってみると「 

                    とても楽しい！」「早く自分も本当に働きたいです！」などの声が 

たくさんありました。また同時に、「楽しいけど疲れた」「普段と

は違う頭を使った」など仕事の大変さも学ぶことができました。

生徒の感想の中には、「仕事をする中で自分にこんなことができる

んだ、働くことを楽しいって思えるんだ」というものがありまし

た。まさに、 

「新たな自分を発見」した瞬間だったのではないでしょう 

か。今回、１・２年生は初めてのことを体験する行事を行 

い、それぞれに「新たな発見」がありました。 

秋はまだもう少し続きます。みなさんに素晴らしい「新 

たな発見」「新たな出会い」が訪れることを祈っています。 
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○事業所のみなさま 

・私が特にスゴイと思ったのは、「相手がしてほしい事を察知す 

る能力」です。1〜10 まで説明しなくても仕事の意図が伝わっ 

ていたり、「今ココを手伝ってほしいな」という場面で、言わ 

なくてもスッとフォローしてくれました。 

・人の言うことを目を見てしっかり聞く姿勢ができていたので、 

頼まれた仕事をサッとこなしてくれました。基本的なことです、社会ではとても大切なことです。 

 

○PTA推進委員さん 

・看護師の制服を着て、患者さんの血圧・身長・体重測定などを体験させてもらっていました。指導して下さ 

るスタッフさんとも仲良くしているようで、楽しそうに仕事をする姿が見られました。 

・学校では学べない、お客さんとしても見えない仕事の裏側部分を経験する事ができたと思います。どんな仕 

事であっても、仕事以外のことにも裏側はあるので、今回の学びはとても有意義なものになると思います。 

 

○生徒のみなさん 

・私が今回一番学んだことは、「先読みして行動すること」です。ちょっとしたことでも 

「コップはここに置く方が、次に使う人は取りやすいな」と先読みして行動しておけ 

ば、忙しくなった時に少しでも早くお客様に飲み物をお届けすることができます。常に 

相手のことを考えて先読みすることは難しいけれど、これを日常生活や学校生活にも役 

立てられるようにしたいです。 

・目標にしていた「毎日笑顔で働く」ことは 100％できた自信があるのでとても良かった 

です！また、ネガティブになったりすることもなく、新しい自分を見つけられたような 

気がしたので、とても嬉しかったです。このトライやる・ウィークで色々失敗もあったけど、それも学びと 

して成長できたと思います。  

 

 

 

 先日のMTでは、夏休み～東播新人までの表彰が行われました。文武両面で表彰された人数は延べ１００名

をこえており、様々な場所で多くの社中生が活躍していたことが分かります。改めて、みなさんの日ごろの努

力が成果としてしっかり現れるということを感じました。 一方で、ここ最近、普段の学校生活はどうでしょ

うか。2学期も半分を過ぎ、クラスメイトとも行事を乗り越えて団結を強める一方で、その連帯感や慣れが、

中だるみにつながってきているように感じます。主な点は、以下の通りです。 

 ◆だらしない服装（名札がない、学ランやブレザー・カッターシャツのボタンを外す、靴のかかとをふむ） 

 ◆学校設備を壊す・傷つける（新校舎に入って２か月弱であちこちの傷が気になります） 

 ◆カバンにじゃらじゃらキーホルダーをつけている（目印としてのお守り程度のものを１つだけ） 

 ◆時間を守る意識（朝の遅刻、中間下校・最終下校、授業の開始に間に合っていない） 

 ◆自転車や学校外でのマナー・モラル（地域の方からも心配の声がたくさん寄せられています） 

こうした課題を改善し、すべきことに全力を注いでいきましょう！ 

地域に学ぶ 「トライやる・ウィーク」  感想 

社中の活躍と課題 


